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論 文 内 容 要 旨 





ホップ通信による高信頼な通信が可能なミリ波帯（60 GHz 帯）を用いたWBAN の提案と，その設計評価およ
び実験的検証に関する研究をまとめたものであり，全編5章よりなる． 
第 1 章では，WBAN で課題となる WBAN 間干渉の説明と，従来のマイクロ波帯に比べ人体のブロッキング
減衰による WBAN 間干渉抑制効果が高いミリ波帯を用いた WBAN の提案，およびマイクロ波に比べて見通し
外通信が不安定となりやすいミリ波での通信の高信頼性を目指して，足先マルチホップ通信を提案している．IoT 
技術が成熟しつつある昨今，コアネットワークの高性能化に伴い大量のノード（モノ）から環境データを収集し
ネットワーク側でのビッグデータ解析が一般的となるMassive Connect IoT 時代へ変化すると考えられている．
Massive Connect IoTではWBANユーザ密集および歩行時のような動的環境が想定され，WBAN間干渉が課題
となる．また WBAN ノード数が増加し，体表のさまざまな位置にあるノード同士の通信の実現が求められる．




がって従来のマイクロ波帯WBAN ではWBAN 間干渉が深刻化する．そこで本論文ではWBAN 間干渉に強い
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がって従来のマイクロ波帯WBAN ではWBAN 間干渉が深刻化する．そこで本論文ではWBAN 間干渉に強い
ミリ波帯（60 GHz帯）を用いたWBANを提案する．図2に60 GHz 帯WBANにおける人体遮蔽による不感
帯を示す．人体の中心から0.5 m 離れた点から伝









継局としたマルチホップ伝送を行う 60 GHz 帯






































3章では， 60 GHz 帯WBAN 内直接通信における人体の大きな減衰を課題とし，人体の減衰の影響を受けに
くい足先マルチホップ通信の有効性を示すため，可視光による歩行時の足先からの伝搬特性の分類化を用いた60 
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4 章では足先マルチホップを用いた 60 
GHz 帯 WBAN システムの信頼性が不明
であることを課題とし，足先マルチホップ











のノード間の通信距離が離れすぎている場合は通信ができないため，およそ 70% の通信のスループットが 1 
Mbit/s 以下となっている．これに対し提案手法は99.6% 以上の通信のスループットが10 Mbit/s以上となって
いることから，体表上の任意のノード間での通信が可能であり，信頼性の高い通信が実現可能である． 
第5章は結論である． 






WBAN内通信路容量CDF（cumulative distribution function） 
－ 279 －
－ 280 －
